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　　　From　observation　of　frequency　and　measurement　of　the　lengths　and　widths　of　enamel
hypoplasia　on　the　maxillary　and　mandibular　deciduous　canines，　extracted　from　501ndians’
skulls，　the　following　results　were　obtained．
　　　1）Enamel　hypoplasia　occurred　in　15％of　the’maxillarY　deciduous　canines　and　44％of
the　mandibular　deciduous　canines．
　　　2）Symmetrical　cases　of　enamel　hypoplasia　occurred　in　8．0％of　the　maxillary　decidu－
ous　canins　and　in　34％of　the　mandibular　deciduous　canines．　The　enamel　hypoplasia　on
maxillary　deciduous　canines　showed　some　association　with　the　enamel　hypoplasia　on
mandibular　deciduous　canines．
　　　3）The　average　len9｛h　of　enamel　hypoplasia　was　1．8　mm　in　the　maxillary　canines　and
・2．3mm　in　the　mandiblar　canines．
　　　4）The　av6rage　width　of　enamel　hypoplasia　was　1．8　mm　in　the　maxillary　canines　and
2．3mm　in　the　Lmandibular　canines．　t　t
　本論文の要旨は第23回（昭和61年11月），第36回（平成5年6月）松本歯科大学学会および第30回日本口腔科学会中部地方
会（昭和62年10月）において発表した．（1993年10月29日受理）
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加納他：乳犬歯のEnamel　hypoplasia
　Jφrgensen3）は上下顎犬歯に生ずるEnamel
dysplasiaについて，中世と現代デンマーク人の
出現率を調査し，差の少ないことから，環境の変
化による形質ではなく，遺伝的なものであるとの
べた．その他統計的に調査したものではないが，
次の様に記した．
　Enamel　dysplasiaの大きさは平均約1mm
で，不ぞろいで，外形も様々である．左右非対称
的に生ずるものもあり，上下顎犬歯の間にも関連
がない．また，この欠陥は新生児あるいは出生後
早期に限って生ずる．
　Bedgerl）は米国の児童を調査し，上下顎，左右側
の各々の乳犬歯が22％のEnamel　hypoplasiaを
持っているとのべた．
　Duncan，　et　al．2）はアメリカ合衆国ミシシッピー
の黒人小児を調査し，Enamel　hypQplasiaの出現
率はフッ化物を添加した場合としない場合とに差
がないことと，男女間に差がないと記した．
　Skinner5）は石器時代人と現代カルカッタの乳
犬歯唇面に生ずるEnamel　hypoplasiaを調査し，
乳犬歯の過度にふくらんだ小嚢が薄いか，ない歯
槽の骨を局所的に圧迫することが原因で，出生時
あるいは出生後に生ずるのではないかとのべた．
　Skinner　and　Hung6）はBritish　Columbiaの
Burnaly小学校児童のEnamel　hypoplasiaを調
査し非常に少ない出現率と男女間に差がないこと
を示した．
　恩田4）はインド人についてEnamel　dysplasia
の出現率のみを調査している．
　筆者らはインド人頭蓋骨より抜歯した乳犬歯を
用いて，Enamel　hypoplasia（エナメル質形成不
全）の出現率，左右側の関係，上下顎の関係を統
計的に調べ，また，上下径と近遠心径を計測した
ので報告する．
材料と方法
　研究材料は松本歯科大学所蔵のインド人頭蓋骨
50体より抜歯した乳犬歯，上顎右側50例，左側50
例，下顎右側50例，左側50例である．観察は肉眼
で行ない，計測には1／20mmまで計測可能なノ
ギスを用いた．
1．出現率
成 績
　上顎は右側8例（16．0％），左側7例（14．0％）
で，計15例（15．0％）である．下顎は右側21例
（42．0％），左側23例（46．0％），計44例（44．0％）
である．下顎のEnamel　hypoplasiaの出現率は上
顎の約3倍である（表1）．
2．左右側の関係
　Enamel　hypoplasiaは上顎の左右側にあるもの
4例（8．0％），右側のみにあるもの4例（8．0％），
左側のみにあるもの3例（6％）である．下顎の
左右側にあるもの17例（34．0％），右側のみにある
もの4例（8．0％），左側のみにみられるもの6例
（12．0％）である．上顎は非対称型が多く，下顎
は対称型が多い（表2）．
3．上下顎の関係
　左右側の間にあまり差がないので，左右側合わ
表1　出現率
有 無
顎別 側別
n（％） n（％）
計
上顎
右側
ｶ側v
8（16．00）
V（14．00）
P5（15．00）
42（84．00）
S3（86．00）
W5（85．00）
50
T0
P00
下顎
右側
ｶ側v
21（42．00）
Q3（46．00）
S4（44．00）
29（58．00）
Q7（54．00）
T6（56．00）
50
T0
P00
表2：左右側の関係
上　顎 下　顎側　別
n（％） n（％）
左右側に右
E側のみ有
ｶ側のみ有
ｶ右側に無
4（8．00）
S（8．00）
R（6．00）
R9（78．00）
17（34．00）
S（8．00）
U（12．00）
Q3（46．00）
計 50 50
表3：上下顎の関係
右　側 左　側 計
顎　別
n（％） n（％） n（％）
上下顎に有
繩{のみに有
ｺ顎のみに有
繪ｺ顎に無
4（8．00）
S（8．00）
P7（34．00）
Q5（50．00）
4（8．00）
R（6．00）
P9（38．00）
Q4（48．00）
8（8．00）
V（7．00）
R6（36．00）
S9（49．00）
計 50 50 100
図1：上顎右側乳犬歯のEnamel
　　　hypopIasia
　　長さ（上下径）2．0　mm
　　　幅　（近遠心径）4．Omm
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表4：大きさ（長さと幅）
図2：下顎右側乳犬歯のEnameI
　　　hypoplasia
　　長さ（上下径）3．Omn1
　　　幅　（近遠心径）2．8mm
（単位mm）
長　　　さ 幅
顎別 側別
平均 最大 最小 平均 最大 最小
上顎
右側
ｶ側v
1．80
P．71
P．79
2．6
Q．2
Q．6
1．2
P．0
P．0
2．40
Q．56
Q．47
4．0
S．5
S．5
1．0
P．1
P．0
下顎
右側
ｶ側v
2．36
Q．30
Q．33
4．5
S．2
S．5
1．2
P．0
P．0
1．86
P．97
P．92
2．8
S．4
S．4
1．0
O．8
O．8
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図3：下顎左側乳犬歯のEnamel
　　　hypOPlasia
　　長さ（上下径）2．8mm
　　　幅（近遠心径）2．8　mm
表5：長さと幅との関係
長さが長い 同　　長 幅が長い
顎別 側別
n（％） n（％） n（％）
計
上顎
右側
ｶ側v
2（25．00）
Q（28．57）
S（26．67）
2（25．00）
Q（13．33）
4（50．00）
T（71．43）
X（60．00）
　8
@7
P5
下顎
右側
ｶ側v
14（66．67）
P5（65．22）
Q9（65．91）
5（23．81）
S（17．39）
X（20．45）
2（9．52）
S（17．39）
U（13．64）
21
Q3
S4
せて観察すると，上下顎にあるもの8例（8．0％），
上顎のみにあるもの7例（7．0％），下顎のみにあ
るもの36例（36．0％）である．下顎のみにある場
合が非常に多く，下顎にあっても必ずしも上顎に
はみられない（表3）．
4．大きさ〔長さ（上下径）と幅（近遠心径）〕
〔長さ〕上顎は平均1．79mmで，最大2．6mm，最
小1．Ommである．下顎は平均2．33　mm，最大4．5
mmで最小1．Ommである．
〔幅〕上顎は平均2．47　mm，最大4．5mm，最小1．O
mm，下顎は平均1．92　mmで最大4．4mm，最小0．8
mmである．長さは下顎が上顎より大きく，幅は
上顎が下顎より大きい（表4，図1，2，3）．
5．長さと幅との関係
　上顎は幅より長さの長いものが4例（26．7％），
長さより幅の長いものが9例（60．0％）である．
　下顎は長さが幅より長いものが29例（65．9％），
長さより幅の長いものが6例（13．6％）である．
　すなわち，Enamel　hypoplasiaは上顎で近遠心
的に大きく，下顎で上下的に大きい（表5）．
考 察
1．他人種との比較
　Enamel　hypoplasiaについてJφrgensen3）は中
世のデンマーク人で上顎16．1％，下顎39．0％現わ
れると記した．この値はインド人の値よりやや低
率であるが最も近い値である．また，現代デンマー
ク人は上顎31．7％で，中世デンマーク人との差が
少ない．
　Skinner5）は石器時代人を調査し上顎25．0％，下
顎55．3％と記した．上下顎ともインド人より10％
ほど高率である．
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表6：他人種との比較
上　　　顎 下　　　顎
人　　種 報告者 右　側 左　側 計 右　側 左　側 計
n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）
イ　ン　　ド　人 恩田　他 8（16．00）7（14．00）15（15．00）21（42．00） 23（46．00） 44（44．00）
中世デンマーク人 Jφrgensen4（10．00）10（21．28）14（16．09）15（33．33）22（44．00） 37（38．95）
現代デンマーク人 〃 39（17．18）41（15．83）80（16．39）35（35．00） 29（28．43）64（ 1．68）
中期旧石器時代人 Skinner 1（16．67）1（7．14）
後期旧石器時代人 〃 2（50．00）2（28．57）5（71．43）3（60．00） 8（66．67）
中石器時代人 〃 1（100．00）1（100．00） 1（100．00）
新石器時代人 〃 4（50．00）3（33．33）7（41．18）5（62．50） 6（66．67）11（73．33）
石器時代人計 〃 4（21．05） 6（28．57）10（25．00）11（61．11）0（50．00） 21（55．26）
　Duncan，　et　al．2）はミシシッピーの黒人小児の下
顎乳歯を観察し，フッ化物を混入した地区と入れ
ない地区を比較し，混入した地区の平均出現率は
38％，入れない地区は36％であると記した．
　Badgeri）は米国人の小児，女性30名，男性25名を
調査し，出現率は約22％で，上下顎，左右間にほ
とんど差がないと記した．
　Skinner　and　Hung6）はカナダのBritish　Colum－
biaのBurnaly小学校児童を観察し，　Enamel
hypoplasiaの出現率が非常に低く，2，367名中13
名（0．55％）で非常に低率であるとのべた（表6）．
　すなわち，インド人より高率なのは石器時代人
のみで，現代人では低率である．しかし，統計方
法や観察材料などにも差があり，この値を人種差
や時代差とするのは早計の様である．
2．発生の原因
　Jφrgensen3｝は中世と現代デンマーク人との間
にEnamel　dysplasiaの出現率に差が少ないこと
から，この欠陥は遺伝的なものであり，環境によ
るものではないとのべた．しかし，非対称的に生
ずる個体も観察している．
　インド人では，上顎は非対称型が多く，下顎は
対称型に生ずる場合が多い．Enamel　hypoplasia
は上顎に比べて下顎の方が遺伝性が強いと考えら
れる．
　Skinner5）はEnamel　hypoplasiaの成因につい
て，出生時，乳犬歯歯冠は半分形成されているの
で，出生時あるいは出生後に始まり，乳犬歯の過
度にふくらんだ小嚢を，おおっている薄いか欠如
している歯槽の骨にかかる圧迫が原因ではないか
とのべている．しかし，これも仮設である．
　たしかに，Enamel　hypoplasiaが母体の疾患や
栄養障害が原因ならば，上下顎乳犬歯に同時に現
われなければならない．
3．大きさ
　Enamel　hypoplasiaの大きさについて，
　Jφrgensen3）は直径の平均約1mm，　Skinner5）は
欠陥の高さは上顎5例の平均1．35mm（範囲0
－2．60mm），下顎15例の平均1．81　mm（範囲0
－3．30mm）と記した．
　インド人は大きく，Enamel　hypoplasiaの長さ
の平均は上顎1．79mm，下顎2．33　mmである．ま
た，上顎は幅が長く，下顎は長さが長い．この様
な形から上顎は母体からの影響が強く，下顎は弱
いのではないかと考えられる．
結 論
　インド人頭蓋骨50体より抜歯した上下顎乳犬歯
Enamel　hypoplasiaを観察し，次の結果をえ
た．
　1．Enamel　hypoplasiaの出現率は上顎乳犬歯
で15例（15．0％），下顎乳犬歯で44例（44．0％）で
ある．
　2．Enamel　hypoplasiaの左右対称型は上顎乳
犬歯で8．0％，下顎乳犬歯で34．0％である．また，
上顎乳犬歯のhypoplasiaの出現と下顎乳犬歯の
hypoplasiaとの間の関連は少ない．
　3．Enamel　hyopoplasiaの長さは平均は上顎
1．8mm，下顎2．3mmである．
　4．Enamel　hypoplasiaの幅の平均は上顎2．5
mm，下顎1．9mmである．
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